
角六王戦にちなんで丸六の紹介。 

文字が太く、平らなのが特徴だ。 

昭和初期に作られた掘り出し物。 

強いかどうかはわからない。 

 

 
ハジイとの決勝戦を制する、女流もユリーが今期二度目の優勝 
 台風１号の影響で荒れ模様となった板橋に晴れ間が戻った。青々と

茂った木々が目に染みる七軒家公園で、５月２１日（日）第四期角六

王戦を開催した。川越からナオト、ケンシロウが参戦、松原兄弟、神

田兄弟とともに、子どもの部が熾烈になってきた。 

 名人戦の順位は目まぐるしく変わる。五月場所で大きく飛躍したヒ

ラリン、１８点獲得し６位からトップへ、３人から６点ずつ獲得した

ダイゴは１５位から一気に５位へ上がってきた。また、４位ながら２

１人残す松ちゃん、ヒラリンと６点差ながら残り人数で２人多い。そ

して続くトシ田口、イッサ望月もあなどれない。女流はマイちゃん、

全体でも６位と好位置をキープ。子どもの３位は篠ケンだが、ダイゴとの差が

９点に広がった。緊張するなよー。 

 だらしないおとなを尻目に、やたらと子どもの活躍が目立った角六王戦。そ

の予選を勝ち抜いたのはダイゴ、ハジイ、グッチ、篠ケン、ケンシロウ、タイ

キロー、ユウキ、ナオトのこども８名と、ハルク、岩
がん

ガン、カイチョー、サス

ケ、ユリー、麻美、ヒラリン、作務衣師岡のおとな８名だ。名人戦では上位を

占めるトシ田口、イッサ望月、松ちゃん、伊佐Ｐは敢え無く予選落ち。苦しい

戦いが続く。 

 決勝トーナメントは子どもの天下だ。グッチがヒラリンを、タイキローがカイチョーを、ダイゴが作務衣を、

ハジイが麻美を、ケンシロウがサスケをそれぞれ破り、ベスト８に残ったおとなはたったの二人。寂しいー。

また、ユリーが篠ケンを破り女流王を決め、伊佐家５個目のタイトルとはすごい。残った岩ガンもダイゴに敗

れ、 ベスト４はハルク対タイキロー、ダイゴ対ハジイの決戦となった。何とかおとなの面目を保ちた

いハルク、しかし天敵タイキローに見事にケツを取られ撃沈。またもタイトル

を逃してしまった。一方、ハジイが麻美、ケンシロウをハジキで突破、絶好

調ダイゴも連続飛ばし勝ち。ハジイが変わったぞ。 

 子ども同士の決勝３番勝負はＮＩＢ初だ。ついにこんな日が来てし

まったのだ。ハジイベーがタイキローベーを何とか出そうとするが、

これがなかなか出ない。逆に決められタイキローが先取する。初の決勝

に緊張するハジイ、小さな心臓は爆発寸前だろう。二人が目一杯リキを入

れる。見守る観衆、ここでタイキローの目が輝く。ハジイベーを飛ばし連勝

で第四期角六王の誕生だ。ミラクル澤村以来の快挙に会場がどよめいた。岩

ガンの目が細くなる。ＮＩＢ初参戦以来１年、薩摩の血が騒ぐぞ。 

チェストー！ 
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